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い
た
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、
新
し
い

１
０
０
年
に
踏
み
出
す
年
で
す
。

愛
知
県
知
事
選
挙
、
統
一
地
方
選

挙
・
中
間
地
方
選
挙
に
必
ず
、
勝

利
し
ま
し
ょ
う
。 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

２
０
２
３
年
の
干
支
「
癸
卯
」

（
み
ず
の
と
・
う
）
は
、「
こ
れ
ま

で
の
努
力
が
花
開
き
、
実
り
始
め

る
」
と
の
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

岸
田
政
権
は
、
５
つ
を
加
速
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

➀
軍
拡
の
加
速
化 

②
原
発
利
用
推
進
の
加
速
化 

③
増
税
・
負
担
増
の
加
速
化 

④
貧
困
の
加
速
化 

⑤
改
憲
国
会
発
議
議
論
の
加
速
化 

日
頃
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

参
院
選
挙
後
、
引
き
続
き
参
院
国

対
委
員
長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
の

べ
１
２
年
間
所
属
し
た
外
交
防
衛

委
員
会
か
ら
「
ミ
ニ
予
算
委
」
と
も

呼
ば
れ
る
内
閣
委
員
会
に
替
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
様
々

な
課
題
で
、
み
な
さ
ん
の
声
を
し
っ

か
り
届
け
て
実
現
を
迫
り
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
と
の
共
同
を
大
い

に
広
げ
、
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
、
原

発
再
稼
働
、
社
会
保
障
削
減
と
い
う

戦
後
最
悪
の
暴
走
の
ス
ト
ッ
プ
へ
、

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ぬ
き
ま
す
。 

昨
年
は
、
日
本
共
産
党
創
立
１
０

０
周
年
で
し
た
。
今
年
は
、
「
何
よ

り
命
、
自
由
と
平
和
」
を
不
屈
に
貫

 

 参議院議員  

井上さとし 

 

 

衆議院議員  
もとむら伸子 

2023 年は県知事選、統一地方選の年。下記の予定でつ

どいを開催します。衆議院議員（予定）市議会議員が国

政、市政をお話しします。 

 

日
本
共
産
党
国
会
議
員
・
市
会
議
員
の 

新
年
あ
い
さ
つ 

1 月 28 日（土）午前 10 時開会 

豊田市福祉センター 41 会議室 
主催：日本共産党 11 区委員会 豊田市後援会・ みよし市後援会 

 

こ
れ
ま
で
の
平
和
へ
の
努
力
を

踏
み
つ
け
に
す
る
道
を
認
め
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
人
権
の

問
題
で
は
、
世
界
の
中
で
遅
れ
て

い
る
日
本
。 

し
か
し
、
世
界
の
中
で
一
番
進

ん
で
い
る
戦
争
さ
せ
な
い
平
和
憲

法
９
条
を
守
り
続
け
て
き
た
運
動

は
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
の
運
動
の

一
翼
を
担
っ
て
き
た
日
本
共
産

党
。 新

た
な
年
に
さ
ら
に
強
く
存
在

意
義
を
発
揮
す
る
決
意
で
す
。
引

き
続
き
、
ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

       
 

  

豊
田
市
政
は
、
一
過
性
で
イ
ベ

ン
ト
頼
み
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
優

先
さ
れ
、
引
き
続
き
、
駅
前
開
発

が
さ
ら
に
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
一

方
、
教
育
・
医
療
の
充
実
を
始
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
運
動
が
粘
り
強

く
取
り
組
ま
れ
、
物
価
高
騰
の
さ

な
か
、「
税
金
の
使
い
方
は
、
市
民

の
暮
ら
し
・
福
祉
に
」
の
声
は
、 

ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
水

道
料
金
の
据
え
置
き
を
求
め
る
」

請
願
さ
え
１
２
月
議
会
で
は
、
日

本
共
産
党
以
外
、
全
員
反
対
し
ま

し
た
が
、
市
民
の
声
の
届
く
市
政

を
め
ざ
し
て
、
頑
張
る
決
意
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

市議会議員  

根本みはる 

衆院議員 もとむら伸子 
緑の党・東海 
尾形けいこ 

みよし市議会議員 
牧田みつお 
 

市議会議員 
根本みはる 
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市
民
説
明
会
開
催
に
よ
る
意
見

聴
取
や
、
他
市
で
は
す
で
に
実
施

し
て
い
る
減
免
等
の
負
担
軽
減
策

に
つ
い
て
の
考
え
は
な
く
、
こ
れ

以
上
の
負
担
は
市
民
の
生
活
苦
に

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
も
の

と
な
り
、
断
じ
て
許
容
で
き
ず
、

反
対
。 

 

一
般
会
計
補
正
予
算
に
反
対 

法
人
市
民
税
の
増
額
分
７
６

億
円
全
額
を
、
公
共
施
設
安

全
安
心
基
金
に
積
み
立
て 

法
人
市
民
税
の
増
額
分
７
６
億

円
全
額
を
、
公
共
施
設
安
全
安
心

基
金
へ
の
繰
り
入
れ
を
お
こ
な

い
、
増
額
分
に
つ
い
て
物
価
高
騰

対
策
へ
の
活
用
の
考
え
は
な
い
と

し
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
や
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
そ
の
多
く
が

国
・
県
の
補
助
金
等
の
上
乗
せ
と

一
部
に
留
ま
り
、
民
間
の
調
査
会

社
の
試
算
で
は
、
物
価
高
騰
で
２

０
２
２
年
度
の
家
計
支
出
は
、
前

年
度
に
比
べ
９
万
６
０
０
０
円
も

増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
上
、

政
府
が
打
ち
出
し
た
増
税
路
線
に

よ
り
負
担
増
が
押
し
寄
せ
る
不
安

は
否
め
ま
せ
ん
。
市
民
の
暮
ら
し

へ
の
対
策
は
一
部
に
留
ま
る
こ
と

な
く
、
優
先
す
べ
き
で
あ
り
、
反

対
。 

 

ら
れ
ず
反
対
。 

 

大
草
こ
ど
も
園
は
待
機
児
童
あ

る
の
に
、
乳
児
保
育
も
延
長
保

育
も
考
え
な
い
、
北
栄
こ
ど
も

園
の
廃
止
は
反
対 

小
原
地
区
の
大
草
こ
ど
も
園
で

は
０
～
２
歳
児
の
定
員
は
一
杯
で

あ
り
、
待
機
児
童
も
あ
る
状
況
の

一
方
、
廃
止
対
象
の
北
栄
こ
ど
も

園
で
保
育
時
間
の
午
後
４
時
以
降

へ
の
延
長
と
、
対
象
年
齢
を
３
歳

未
満
児
ま
で
拡
大
し
て
存
続
さ
せ

る
考
え
は
な
い
こ
と
か
ら
、
反
対
。 

 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
を
行
う
民
間

支
援
団
体
に
よ
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害

者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
れ
た

方
も
市
営
住
宅
に
入
居
可
能
で

賛
成 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
在
宅
時
間
の
増
加
等
に
よ

り
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
が
増
加
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
増
加
や
深
刻
化

の
懸
念
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援

を
行
う
民
間
支
援
団
体
に
よ
り
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

さ
れ
た
方
も
入
居
可
能
と
す
る
点

を
評
価
。 

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
よ

る
市
民
へ
の
影
響
か
ら
、
基

本
料
金
減
免
等
の
負
担
軽
減

策
な
く
、
反
対 

根本みはる市議 

日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市

議
が
お
こ
な
っ
た
１
２
月
議
会
討

論
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

豊
田
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
ー
個
人
情
報
保
護
法
で
認

め
る
中
で
、
自
治
体
独
自
の
保

護
措
置
を
「
最
小
限
」
に
狭
く

認
め
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
に

対
す
る
侵
害
で
あ
り
反
対 

社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
邁
進

す
る
国
の
法
律
改
定
に
よ
り
、

国
・
自
治
体
の
ル
ー
ル
が
こ
の
法

律
に
一
本
化
さ
れ
ま
す
。
議
案
で

は
、
個
人
情
報
保
護
法
で
認
め
る

範
囲
内
で
、
自
治
体
独
自
の
保
護

措
置
を
最
小
限
で
許
容
す
る
こ
と

と
な
り
、
こ
れ
は
国
に
よ
る
地
方

自
治
に
対
す
る
侵
害
を
認
め
る
も

の
で
あ
り
、
反
対
。 

 

情
報
公
開
の
有
料
化
は
「
知
る

権
利
の
保
障
・
市
民
の
市
政
へ

の
参
加
の
促
進
」
と
矛
盾
し
、

反
対 情

報
公
開
制
度
の
「
知
る
権
利

の
保
障
」「
市
の
諸
活
動
を
市
民
に

説
明
す
る
責
務
」「
市
民
の
市
政
へ

の
参
加
の
促
進
」
の
目
的
と
、「
受

益
と
負
担
の
公
平
」
を
理
由
と
す

る
「
有
料
化
」
は
矛
盾
し
、
ま
た
、

実
施
反
対
の
市
民
意
見
に
対
し
、

３
年
後
の
検
討
は
理
解
に
つ
な
が

ら
ず
、
知
る
権
利
の
保
障
、
市
政

へ
の
参
加
を
促
す
さ
ら
な
る
取
り

組
み
を
推
進
す
べ
き
。 

 

議
員
１
人
に
４
万
６

千
円
余
、
総
額
２
１
０
万

円
余
の
増
額 

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い 

情
勢
と
の
適
応
な
ど
を
理
由
と

す
る
期
末
手
当
の
増
額
で
す
が
、

市
民
の
暮
ら
し
は
物
価
高
騰
に
加

え
、
重
い
税
負
担
や
医
療
費
の
負

担
増
、
今
後
の
水
道
料
金
の
値
上

げ
ま
で
強
い
ら
れ
る
時
に
、
議
員

１
人
あ
た
り
４
万
６
千
円
余
、
総

額
２
１
０
万
円
余
の
増
額
、
特
別

職
で
は
あ
わ
せ
て
４
２
万
円
余
の

増
額
で
あ
り
、
市
民
の
理
解
は
得

 

 

 

 

 

 

とき：18：00 から 
場所：豊田市駅西側デッキ 
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